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会 議 録 令和３年11月１日作成 令和７年３月末日廃棄

会議名 京都府南丹警察署協議会（令和３年度第１回）

開催日 令和３年10月22日（金曜日）

時 間 午後３時から午後４時30分までの間（90分）

場 所 京都府南丹警察署 講堂

橋本会長、高御堂副会長、山下委員、塩内委員、德島委員、春田委員、

委員、森委員

出席者
（欠席 伊藤委員） 計８人

署長、副署長、会計課長、警務課長、生活安全課長、地域課長、刑事課長

交通課長、警備課長、広聴相談係長 計10人

諮 問
地域社会における交番・駐在所の在り方について

事 項

１ 署長挨拶 司会 副署長

２ 会長挨拶

３ 副会長挨拶

４ 委員自己紹介

５ 副署長、各課長自己紹介

６ 協議

諮問事項説明 司会 会長

会 議 地域社会における交番・駐在所の在り方について

内 容 （1） 南丹警察署管内の概況説明～警務課長

（2） 犯罪情勢説明～生活安全課長

（3） 交通情勢説明～交通課長

【委員】住民と駐在所勤務員との情報共有及び情報交換については、地域の

催事には勤務員に声を掛けて参加をしてもらっているが、こうした催

事等は住民と勤務員との人間関係構築、さらには様々な情報共有及び

情報交換の場となっている。

このような交流があるからこそ、災害発生時において避難所が開設

された時に、自宅を不在にすることに不安を感じる住民の声が直ちに
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勤務員に伝わり、勤務員と消防団員が連携した重点的なパトロールを

実施する等して、住民の不安を解消する取組に繋がっている。

住民と勤務員との情報共有及び情報交換は、非常に重要な事である

と考えており、今後も催事等への参加を通じて、積極的な交流をお願

いする。

【警察】駐在所勤務員が、管内の会合や催事に参加して、住民と交流を図り

警察からの情報を発信し、また、住民からの要望を聞き取って、業務

に生かしていくことは非常に重要な事だと考えている。

今後も、積極的に会合に参加する等して、警察と住民の架け橋とな

る活動を行うように指示する。

【委員】インターネット犯罪について、高齢者の方々はデジタルの知識が乏

しいので、ウイルスメールに騙されてしまうことが多い。今後、イン

ターネット犯罪の種別、傾向、対応策等の総合的な啓発活動をお願い

する。

交通問題について、二輪車による交通死亡事故が多く、駐在所勤務

員が赤色灯を点灯してのパトロール活動や交通取締りを実施してい

る。引き続き、交通死亡事故抑止のために積極的な活動をお願いする。

会 議 【警察】インターネット犯罪の被害防止に関する教養等を担当する警察本部

内 容 サイバー犯罪対策課員が各地域へ出向いて、住民にタブレット端末を

用いて、被害防止方法を体験していただく等の出前教養も実施してい

る。

住民からインターネット犯罪に関する相談等があれば、警察本部と

連携の上で出前教養を実施し、被害防止に繋がる取組を推進する。

二輪車の交通死亡事故については、当署の懸案事項となっており、

昨年は交通死亡事故者６名のうち３名が二輪車を運転している。

警察本部と連携して、パトカーや白バイによる集中的なパトロール

等、見せる活動を中心として、交通死亡事故抑止の取組を推進する。

【委員】犯罪被害に遭う住民をなくすためには、役場・市役所・警察が連携

し、地域の会合など、住民が集まる機会を捉えて、積極的に情報発信

をしていく事が重要であると考える。

【委員】警察官がパトロール等の街頭活動を見せることが、犯罪被害抑止に

つながると考えている。

【委員】防犯・犯罪情報メールについて、公然わいせつの発生や子ども安全

情報に関するメールが配信されているが、情報発信のレベル、メール

配信の要件はどのようになっているのか。

【警察】配信の判断基準は、連続発生するおそれがあるか、続発する地域が

あるかを検討して配信している。
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例えば、２人同士で喧嘩している場合は、他の地域で続発するおそ

れが考えられないことから、配信していない。一方、子どもに対する

声掛けや不審者が出るといった場合は、連続発生のおそれが高いこと

から、配信して注意喚起を行っている。

【委員】交番勤務員の適切な対応について、以前、草刈り中の飛び石に関係

して対応していただいたが、丁寧な言葉遣いと適切な処理を受けたこ

とが印象に残っている。

警察官に対する研修はどのようになっているのか。

【警察】毎年、警察学校を卒業した若手警察官が各警察署の地域課に配置と

会 議 なる。第一線の警察業務について理解を深めるために、警察署各課に

内 容 おいて、約１年にわたって様々な研修を実施している。

住民の方には、制服を着ていれば一人前の警察官に見えるが、未熟

な部分もあるので、より一層、各種研修プログラムを充実させた上で、

署員一丸となって早期戦力化の取組を推進する。

【警察】 本日の各委員からの意見については、今後の警察署業務の参考と

させていただく。今後とも忌憚のない意見をお願いする。

７ 事務連絡

令和３年度第２回南丹警察署協議会の開催日については、日程調整の上、

連絡させていただく。

以 上
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第１回京都府南丹警察署協議会の開催状況


